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エクアドル通信③

番鶏猛夷

6胱.WO1f(ボルフ博士)と

Dr･Sa画e亙(サウ里ル博士)

エクアドルにおける地質調査事業は早くも蜥C年に

はじまっている.今から90余年前のことである曲

1870年といえば日本の地質調査事業のれい明期である出

目本の場合は90年後の今日2000名の地質展をようして

図幅事業は国土の過半をおおい鉱山に関する詳細な研

究もひとまず整備され土木事業工業用水地熱の開

発にも貢献しわれわれの知識は日本全土に及んでいる

といっても過言ではない｡しかるにここエクアドルで

は現在10名雇らずの地質屋がいるだけでキトｰ中央大

学に地質学科が誕生したのが196暖地質調査所の設定

が1964年であり地質調査事業には未だ屍るべ慈ものが

ないのである｡一国の国土か開発される場合地質療

業だけが独走しえないことをよく物語っているというべ

きである.

TeodoroW砿博士は1870年から亙890年凄で鋤年闘エ

クアドルに踏みとどまりこの国の地質事業に先べんを

つけたドイツの古い地質学背である持博士はその間笈

クァドル全土を自ら踏査し今賢われおれがようやく到

達しうる奥地終凄でその昆跡を印している一その成果

は1892年にスペイン語で妻&められ茅イプチヒから

｢エクアドルの地理と地質Jと題して出版された.こ

の大著は671頁におよび第工章地理第2章地質第

3章気象第4章植物および動物第5章ガラパゴス灘

島から溶り巻末に200万分の1の地形図と地質図とか

付されている肯

博土はヱタァ1ざルにおけるアンデス山脈をすでに東

部山脈爾部山脈および申間盆地に区分して東部山脈

は片麻砦緒縞片砦花騎岩緯から扱る変成帯であ勿

爾鮒五脈は輝緑岩系の岩看とジ皿ラ自璽紀の堆積岩類か

らなる凧変成帯であることを指摘しさらに前記両帯に

は慈漢れたアンデス申聞盆地は一大地溝帯でこ亡が第

閥紀火山の活動の揚であることを明記している｡後毎

(螂7)汰､s搬欲によりて編集きれた螂万分の〃)

ヱクァドル地質鰯が大綱においてい慈さかの改訂も恵

れてい扱いことは博士淋地質学背としていかに卓越し

た人物であつたかをしのぶのにレ妾うぶんである､し

かし樽土の業績は地質学上の責献よりもむしる地理学上

の研究にあるといわれている.博士は妨万の工のエク

ァドル地形図を完成し凄らに2⑪年間にわたる同国の降

爾最晴雨の頻度地驚の頻度に関する貴重な記録を保

存した七

けクァドルの地理と地質｣の序文において博士は

この大箸はぶクアドル政府と雲名の助手の協力の賜であ

るとし感謝の言葉をのべたあとヱクアドルの美しい

自然と思い出は生涯忘れられぬとこるであると結んでい

る宮この序文から想像書れる博土の人となりはおそ

らく謙虚な人がらのようぽ思われる｡しかし残念なこ

とに今濱博士の行状はついて語れる人は誰もいない.

生年も没隼もわからぬ護裏になりている,この大著カミ

ただ凄柵だけ残存し夏つは新設の国立地質調査所に

伽ま国立キトｰ申央大学の関書鵡は保管されているだけ

である｡私は暇をみて先人の労薔をしのびたいと思い

ごの大著は今筆者の机上にある.

エクァドルの地質事業に貢献したもう1人は同じく

ドィッの地質学者WalterSauerである.Sauerは

Dr.Wol{の著醤もエクアドルの地理と地質冊の'扉

Dr.Sauerの業綾の一部もキトｰ市の表層地質図"もエクァドル地質

図の解説書"㍉mbabura地方の地驚"そのf山�
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Wo1fが帰国してから45年後の1935年から1955牢までエ

クアドルに滞在しキトｰの工科大学で教べんをとるか

たわらエクアドルの地質夢)研究に従事し/9班年に1度

母国に戻り20年間の研究成果をスペイン語で妻とめ上

げエクアドル地質図枚らびに説明書を世に送った.地

質図は色ずりの150万分の1でこれまでの業績をのこ

らず編集しWolfの作った地割刻よりはか削)精度の

高いものとポ･ている｡本書は城在キトｰの書店で

市販されてお1)エクアドルの地質のガイドブックと放

っている.第1次エクアドル調査団の佐藤恭氏によっ

て本説明書(70頁)が完全に日本語に1翻訳されたことは

われわれ1二1本の地質屋にとって大へんあ!)がたいことで

ある.文献もWOlf以来のものが22篇紹介されている.

Sauer鱒±は現在73才であるが2年前に設立された

国立キトｰ中央大学地質学科の岩石学講座を引受けて本

年(1964年)再び老体をかえりみず単身キトｰに戻った

ということであリエクアドルを一思うこと正に母国に対

する郷愁に似たものがあるといえよう.幸い私も2,

3度博士と観談する機会をもつことができた.博士は

いかにもド.イッ入らしいたくましい偉丈夫で身長は

180cmに近い.真白い髪はさすがに老体であること

を思わせるがユｰモアにとむ博士の話題はつねにつき

るところがない.私がはじめてお目にかかったのは8

月14目のことであった.博士のお宅にお邪魔する予定

だったところ博士は妻もきてないことであるのできて

頂いても殺風景であるから調査所へ出向こうと言ってく

れて私の部屋にお招きをしたようなわげである.博

士からスペイン語かドイツ語か英語かお前のもっとも得

意とする言葉でお相手しようとやられてこちらはいず

れも同様に弱いゆえ博士のお好みに従いますと答えた

ものである.結局周リにエクアドルの地質屋もいるこ

とであリ私の最も弱いスペイン語で話をしなければな

らたかった.

博士の話によるとWolfのことについては彼自身も

ほとんど知るところがなくこの間全くエクアドノレの地

質事業は中断されたようである.また最近までキトｰ

中央大学には地質学科として独立した学科がなかったた

めに博士の講義は工科の学生の撰択科目程度のものであ

ったようで現在エクアドルにいる数名の地質屋は全

部外国の鉱山大学に学んだ人たちばかリで直接Sauer

に教えをこうた者はいないということであった.

その昔エクアドルの氷河の研究や雪線の移動の測定

を行桂った時の話や海岸地域の調査で欠きたガマガエ

ルにおどかされた話をされる時など73才の博士の笑顔

はいつしか遠い思い出につながリ童顔にかえるのであ

る､その博士も最近キトｰの雨季を迎えて健康がす

ぐれず入院されてしまった.一時は心臓が弱られて危

篤とも伝えられたがこの偉人が健康をとリ戻されて再

びお目にかかる機会をえたいものと祈っている次第で

ある.

エクアドルに現在6名のエクアドル人の地質屋がいる

がその人たちはラナス(地質調査所所長)エレラ(地

質調査所所員兼キトｰ中央大学地質学科教授)モスケ

ｰラ(地質調査所所員)アロｰバ(同)ルァレス(同)

エラン(クエンカ大学副総長)であっていずれも50才

前後の同期生なのである.これには次のようなv二きさ

つがある.

1936年にクエンカ大学に地質鉱山学科が設定された.

クエンカの周辺にはか祖リ多数の鉱光地があリ当時稼

行巾の鉱山も2,3あリ地質鉱山学の教育には首都のキ

トｰよりも地の利をえている関係で地質学科の設定に

この地がえらぱれたということである.

地質学科の教授はほとんどソ連から招かれている.

一般地質学のレフォレマスキｰ数授(故人)石油地質

クエンカ大学副総長のEraZ0教援と番場技官

倀

onto,eIo鉱1山周辺の調査,地質調査所員のCarlosRua1esと番場技官�
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略図

学のロジガレｰブ教授地球化学のオニチュンコ教授等

で結晶学はフランスの留学から戻ったエクアドル人の

セマナラ博士(故人)であったということである.この

新設の地質鉱山学科に学んだのは12名のエクアドルの学

生であったが1940年頃から国際情勢が悪化し(第2次

世界大戦へ向かいっつあった時代)教授たちは皆母国

へ引揚げてしまって地質鉱山学教室は有名無実のものと

なリ学生逢はやむ恋くテリｰの鉱山大学に転学を余

儀なくされたということである.このとき半数の人々

がその道をえらび半数は脱落してしまったようでこ

の6名が現在エクアドルで活躍中の地質屋である.そ

の音地球化学教授であったオニチエンコ博士だけは再度

エクアドルに戻リクエン'カに余生を送っているという

ことである.

Cuencaの市街

7アンデス紀行

エクアドルの中央部を南北に縦走する帽鰍kmに及

戸㌘.董馳董重伽鮎鮒網鹸一跳蔓竃蝋籍裏伽肋細一晩鰯鰯

3月2銅エクアドル地質調査所長のラナスからクエ

ンカ大学に行って特別講義をしてくれぬかと提案をうけ

た拙い蜜巷つはタエンカ大学の副総長をしているラナ

スの友人皿亨ン教授が私のことを闘いて翌年閥の技術

蠣簑㌫㍍､益㌫1烹;鴛

亡･j･の市街の1部

ぶ大アンデスはある意味ではこの国の生命下ある.赤

道直下に位置を占めるこの国は本来ならば熱帯の酷暑

に悩まされる筈であるが海抜3000㎜のアンデス高地の

お蔭でその気候は世界最良といわれるほど快適である.

気候は年中大差圧く朝は15.C前後で明け目中で

20丁夜になるとやや冷え込み10丁前後である.

さらに適切な湿度にめぐまれるこの国の気候は人聞が生

活するための理想的環境をつくリ出している.雄大た

自然の風景をあわせもち世界のユｰトピアあるいは

南米のスイスといわれているのはこのためである.し

たがってエクアドルの主要の都市はほとんどがこのアン

デス高地に集中し北からTu1can,Ibara,Quito,

Latacunga,Ambato,Riobamba,Cuenca,Lojaな

ど国の首都をはじめ各州の州都がある.このほか太平

洋岸に国際港湾都市としてのGuayaqui1はあ季がこ

れはむしろ例外である.

私は幸いにこの大アンデスを縦断することができて上

記の各都会にf耳目かを過すことができた.また仕事の

上でアンデス山脈を横断する機会にもめぐまれたので

この機会にエクァドノレ各地の模様を紹介したいと思う.

副題につけた地名を図上で遺っていただきたい｡

いうわけであった.

クエンヵという南の町は先述したようにこの国の地

質学の発祥の地であリかねがね私も一度行ってみたい

と思っていた矢先のことでもあり早速快諾した｡ラ�
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Loja付近のアンデス中間盆地の景観

ナスはこの機会にボルトベロ鉱山に立ちよって現地で作

業中の国連の地質屋ホッサル博士(合衆国からきている

33才の少壮学者)に助言してやってくれぬかと重ねて提

案してきた.そこで前半の一週間をポルトベロ鏡山で

過すこととしその後クエンカに回るスケジュｰルをつ

くり3月29目6早朝単身キトｰ空港をとび立った.

1時間後国際空港と国際海港とをもつエクアドル最

大の町グァヤキｰル(人口60万)に降り立ったかおどろ

くべき暑さである.街をゆく人々はサンタノレに白シャ

ツ半ズボンといういでたちが多く中には半裸の男も

あり解放感のあふれるにぎやかな町である.紳士と

淑女の町キトｰからやってきた私の眼にはこの町は異様

なものに映じた.高く高くそびえるヤシの木の葉はそ

よともゆれず背中から汗がにじみ出てくる.何はと

もあれ上衣をぬぎネクタイを外して夏の服裁に早変

りした.

グァヤキｰノレからポルトベロ鉱山までの道はなお遠い

のでありこれから乗船準備にかからなければなら鮎'.

出発前に所長のラナス淋示指してくれたとおり率ク

シｰを雇って港へ峰慧桟橋胴,蔓に出かけたが今夜

は港の都合でN狐?の桟橋から午後8時に船か出るか

ら7時半蜜で終慈てくれとのこ&である昔乗船券&寝

台券を買いたいと帯出たら港の係はここるよく｡駐し

てくれて寝台を見せてくれて気に入った席を尭らぶよう

にすすめてくれた｡船は老朽はしているが驚本の宇高

連絡船程度の大書窓でこれなら大文夫という感じであ

る｡要求された800一円程の金額を支払ったが切符も

寝台券もよこさないですべてO駁芯という刊こういう

ものかと思って町へひきあげた秘その夜の出発は案の

定一騒動であった｡

街へひき返したものの出航までの数時間をもて余して

グァヤキｰルにある協和水産服の事務所に仮屋園氏を

訪ねてみることにした.この会社はエクアドノレで漁獲

される魚を日本へ出荷しているよしで所長の仮屋園氏

のほか若い2名の日本の青年が暑さにうだっているとこ

ろだった.久しぶりで日本のことを日本語で話し合い

景気のいい軍艦マｰチ庄とを聞かされてようやく夕闇

の中にネオンが点灯しはじめたグアヤキｰルの街を後に

した.さて桟橋についておどろいたことは船につめ

かけた群集で押すな押すなのさわぎを演じているところ

である.聞けば定員以上に客があって整理中とのこと

であった.料金はすでに支払っ衣ものの切符も寝台

券も持ち合わせていない私は乗船口にいる黒人の巨人

に乗船を拒否されてしまった.いくら説明をしても無

駄である.この船の終着港には鉱山のJeepが私を出

迎えてくれる手筈になっているのだしここでモタモタ

すると今後の旅は不可能になってしまう.とっさの思

いっきでこの黒人に20円を手渡したらあっさりOKで

通してくれたのには余りの他愛なさに拍子ぬけの感であ

った.暑いからいいようなものであるが甲板にはす

しずめの人々である.夜半の6時間もの航海をこの人

達はどうするのかと思っていたが船からゴザノ･ンモ

ヅクなどが支給されて出港後小1時間の後には皆安ら

かに眠りについていた.

私は2人用の小室に設けられた小さい寝台に横になり

電灯を消した.にぶく船をゆするジｰゼノレエンジンの

音がすかに舷にぶつかる波の音を耳にし狂がら1人

でよくぞここまで来たものだとはるかなる祖国からの

300目に及んだ旅路のあとを回想するのであった.

翌未明の3時半に船は大きく1ゆれしてポルトボリｰ

バル港の桟橋に到着した.小さい港にはほの暗い照明

がわびしく打っているだけで何とも寂しv･所である.

乗客は深夜のとぱりの中に三々五々散ってゆく.私を

迎克にきているらしい白いJeepがくっきりと員記入る近

づいて眠っている運転事をおこして寮庸を謡し直ち紀ポ

ルトベ滋鉱山へ痢う.

クエンカ大学理学部の地質学教室繭の廊下�
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ヘッドライトをたよりにしてこの付近の景観を見たい

と思うが沢沿いのカｰブの多い砂利道を進んでいる様

子が知れるだけである.運転手に命じて夜明けまでの

2時間を停車して1ねむりした.衣かあけてみると車

の右側は高い崖で赤いチャｰトが露出している.車

が走り出すと輝緑凝灰岩らしい緑色の岩石が道路のきり

わりにあらわれている.合プンカン鉄鉱床でもないか

と貝を皿のようにしてみていたカミついにそれらしいも

のも発見できずに午前9時に待望のポノレドベロ鉱山に到

着した.ここは海抜600mの丘陵地で社宅が200戸程

立らならび鉱山事務所選鉱場売店診療所たども

あり一溶鉱山町としてのただずまいをなしている･

鉱山のクラブに入ると先月から調査に入ってv･るエクア

ドルの鉱山技師カルロス･ノレアレスが待っていてくれた.

この鉱山は500年程前に発見された合金石英脈を採掘

中ではじめ合衆国の資本で開発されていたものをエク

アドル政府が買収し現在細友と操業中とのことである一

流紋岩中に南北に走る鉱化帯がありこの申に3力所

に鉱脈灘か存在しそれぞれの鉱脈は東西である｡北

端のものは角礫状脈中央のものは緑泥石銅鉱脈を伴い

南端のものはいわゆる合金石英脈で今は富鉱部を掘り

終り品位添Au5g/丁内外に落ちてしまいいくら掘

っても採算がとれなくなりこの事業の継続の可否は新

設のエクアドル地質調査所が最初に手がけ泣けれぱなら

ぬ仕事になったということであった.地表調査露頭

調査坑内調査と5日間にわたり休むことたく歩き回

った末富鉱部の上位にかなり広範囲にわたってカオリ

ナイトを主とする特殊の変質帯が形成されている点を指

摘しカオリン変質帯を地表で追跡するよう指示して

ポルトベロ鉱山の諸友にわかれを告げまた1人ぼっち

の旅をクエンカに進めることに狂った.

幸い鉱山のJeepが私をクエンカの町まで届けて呉れ

ることになり運転手と他愛も潅い冗談を交わし匁がら

マントの色がちがっているのに員をみはったものである.､

最初の都落では茶色のマント族であったが次の部落で

は赤い色にたったし第3の部落では黒いマントである.

山カ塙くなるにつれて紺青の空輝く太陽澄み切っ

た空気が迫ってくるとくに峠の上ではるかアンデス

の山々を眼下にしたとき思わず“quehermSSa!que

bOnita!"と感嘆詞カミ自然に出るのをどうすることもで

きない.巨匠もかくまでは造ることができまいと思う

のである.エクアドルのアンデスに旅する者の幸福を

これほどしみじみと味わったことはない..夕刻4時に

Lojaに到着クエンカまではさらに4時間の行程であ

る.運転手に命じて今夜はLojaに泊ることにした.

町は州都らしく整った道路と商店街とをもつ市街地では

あるが新しい南部の都は未だ道路工事中で挨がひど

く古い土壁の家はあちこちで改築中で何とも落っきが

ない.

翌目早朝クエンカに向った.ア1■デス中間盆地の雄

大な風景の中を4時間も走って午前中にクエンカに到着

した.クエンカの町の入口にそびえる大きv･教会が印

象的である.ドｰム状の青い屋根むき出しの褐色の

肋r芭榊僅茎⑰壷{の金最

Porto∀e1o金山の坑口�
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レンガの色がいい調和を示して落ちついた感じをかもし

出している.町の中央にある広場にはクエンカ解放の

英雄の像力泣ち町の東端には川幅30mの清流が流れ

崖の上には古城を思わす建物がならびその下の川原で

多くの主婦茄洗濯をしている.人口8万といわれるこ

の州都からは首都のキトｰを小さくしたような清楚な印

象をうけた｡ひとまず一流といわれるホテノレ･クエン

カに入って小休の後クエンカ大学へ電話を入れた.

幸い副学長のエラン教授と諸カミできてクエンカに不案

内の私のためにエランは同僚のラウル･カラスコ教授を

伴って私のホテノレを訪ねてくれた.ここで明目から

の講義日程が組まれ4月5目(月)から4月10月(土)ま

で朝の8時半から夕刻5時までビッシリ講義をすること

になってしまった.1ヵ月を希望していたエランに対

してこちらの都合で1週間に切りっめたためこれもや

むをえぬところである.

大学は市街と川をへだてた向い側にあり静かた環境

にめぐまれている.最近全校舎を改築したとv'う謡で

この建物は近代的で低開発国にはむしろ不似合のもの

である.法文科理工科医科農科注どの学部から

なり約1000名の学生がここに学んでいるということで

各学科とも設備の近代化を進めているところであった.

組立て途中の物理実験器具などカミ強く印象に残った.

この大学で注目すべきことは図書室の内容が豊富なこ

とである.さすがに古い伝統を誇るだけにエクアドル

の国宝的古典はすべて揃っておりキトｰ大学にはみる

ことのでき在かった数々の名著を発見することカミできた.

Lojaの囲rなみ

講義には地質学科の教授学生のほか物理化学

数学の教授までが熱心に出席した1私の講義は造山論

一中石区鉱床区といった地質学上の大きいテｰマを午前

中にとりあげ午後からは結晶光学自在回転台の用い

方岩石落片のつくり方など直接学生と接する機会をも

つようにした.

あわただしい1週間の講義が終った4月10目の晩はそ

ぼ降る雨の目であったカミ理学部長をはじめ理学部全教

授による送別会がクエンカの公立クラブで行なわれた.

あけ方の2時までのおつき合いでいささかつかれたが

無事にこの計画を終了することのできたよろこびとエ

クアドルの最南端を一回りすることができたことがうれ

しく今ち足りた感で翌11目の早朝の飛行機で一路なつ

かしいキトｰへ戻った.

(筆者は北海道支所鉱床課長)

第11回

太平洋学術会議のお知ら世(第4回)

1965年9月の質ニュｰス133号でお知らせした以後の

関連ニュｰスは次のようである

1.地質部門開催のシンポジウムに若干変更がありました

.AgeandnatureofthePaci丘｡Rimo干｡genesis,

世話人松本達郎･講演者外人12日本人未定･

8月25目一27目

･Mineralogeneticprovincesandepochsinthe

Paci丘｡be1t,渡辺武男･講演者外人16日本人4

8月25目一27目

･Sea工eve1changesandcrusta1movementsofthe

Paci丘｡duringthePIioceneandpostP1iocene

time,池辺展生･講演者外人11日本人3･

8月23目一24目

･Tertiarycorre1ation狐dclimaticchangesinthe

PaciicRim,浅野清･講演者外人8日本人未

定･8月23胃一24目

同上会場は東大工学部5号館シムポ'ジゥムは以上4

つにまとめられた.

2個人講演申込開始

12月末目締切中込形式の詳細は地質学雑誌1965年

10月号表紙裏参照および冒本学術会議内太平洋学

術会議係へ間合せのこと�
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昭和40年度海鉢出張番一らん

二

平山鱒�地質�イラン�37.1O.22-40.10.29�

巻揚猛乗�北海道支所���地質鉱床調査についての技術援助

��エクアドル�39.6.30-40.6.19�

神戸鱈翻����地質鉱床調査についての技術援助

�地質�インド･西ボイツ�蓬9.12.13-40,12.28�

小野鈍司����国際地質学会ならびに古生物研究

�〃�アメ茅カ合榮園�凄O.2.15-41.2.14�

中村久由����火山地質の研究

�4�ク�遂O.3.24-40.4.27�

上島表����1米国における地熱の研究

�北海道支所�中華氏国�遂O.3.25-40.8.21�

森欝義����海底炭田調査のための技術援助

�物擦�グ�〃�〃

小谷奥鰹�4�〃�〃�〃

向諦溝人�渕鐙�〃�〃�〃

駒弗二郎�物擦�4�善0.3.25-40.6.22�〃

長谷川樽�〃�ルｰマニア�40.3.28-41.1.7�

砂川一郎����石油地質学に関する研究

�地球化学�フランス･英国･西ドイツ�40.6.1-40.7.11�

市川金徳����国際ダイヤモンド会議外出席のため

�物探�沖縄･フィリピン�40.6.1-40.7.28�

早川正己����海底地震探査のための技術協力

�〃�タイ�40.7.4-40.7.18�

駒井二郎����ECAFE海底資源開発会議

�〃�オｰストラリア�40.8.5-41.8.4�

本島公司����鉱物資源物理探査技術研究

�地球化学�ソビエト･英国�40.8.6-40.9.6�国連地化探セミナｰ出席

竹田英夫�鉱床�エクア.ドル�40.9.27-42.10.2�地質鉱床調査について技術援助

井島信五郎�燃料�沖縄�40.9.27-40.10.8�

牧野登喜男����天然ガス頭査について技術協力

�〃�〃�40.9.27-40.11.1�〃

橋本知昌�測量�〃�4'�〃

一色直記�地質�アメリカ合衆国�40.10.1-41.4.10�火山地質の研究

岡野武雄�鉱床�沖縄�40.11.1-40.12.15�

五十嵐俊雄�〃���コｰラル･ブロック調査について技術協力

��〃�〃�〃

高島清�〃�アルゼンチン�40.11.7-41.11.6�地質鉱床調査について技術援助

早川正己�物探�アメリカ合衆国･ニュｰジｰランド�40.11.13-40.12.7�国際火山学シンポジウム出席

中沢次郎�鉱床�サウジ｡アラビア�40.12.3-42.3.2�地質鉱床調査について技術援助

小村幸二郎�〃�〃�〃�〃

磯己代次�地形�〃�〃�〃

桑形久夫�〃�〃�〃�〃

小谷良隆�物探�〃�〃�〃

東元定雄�広島駐在員�〃�〃�〃

倉沢一�地球化学�アメリカ合衆国�41.1.6-42.1.5�玄武岩質岩屑中のPb.Sr同位体の研究

H地質調査所の出版物～

織地質調査所月報第16巻第7号

報文

松野久也･西村嘉四郎:宮城県鬼首地区の地質ならびに地質構

造について

高橋調･池囲喜代治:奈良県犬和盆地の地下水

本島公司･*谷宏･比留川貴:宮城県鳴子温泉地域の天然ガス

概報

���慴楯湯�敬極�慳剥��捥�湊慰慮

�汯瑯���

資料

朝鮮北東都における変成岩層群の生成年代

(注口訳)

働地質調査所月報第16巻第8号.

報文

山国正春･小泉久直･井上秀雄:愛知県下の鋳型用珪

砂鉱床(知多篠岡渥美地区)

佐々木実･永田松三･常磐炭田万城北部地区における

炭田ガス調査研究報告

K.Shi一〕ata&N.Yamada:Potassium･ArgonAgesof

theGr狐iticRocksintheVicin北yofNingy6-

琰��栰����物捴���慰慮

K.Shi1〕ata&Y.Karakida:Potassium･ArgonAgesof

theGraniticRocks{romtheNor出ernKy亘sh口

概報

佐嘉鉱山の珪石鉱床(村上)

資料

鉱物の個体発生(生長期における引きさかれ現象黒田訳)

一策156号12月号

地質_ユ□ス_

定価\220'r18

昭和40年12月25目発行(◎1965)

編集工業技術院地質調査所

発行人材久雄

発行所株式会社実業公報社

東京都千代田区九段4の11

Te1.(261)7173･9387

振替口座東京32466

総発売元政府刊行物販売所

東京都千代国区大手町1の5

������　

印刷所共同印刷株式会社�
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地質ニュｰス目次

(1965･1～12)

〔No.125～No.136〕

【地質】

シラスの工業的利用125

日本列島の生い立ちをさぐる①②③④126128129131

グリン･タフ(緑色凝灰岩)①②③④⑤127128131132134

フィｰルドヤ岩石の磁化方位を測る128

放射性炭素によるi4C年代測定133

【応用地質】

松川地域の地熱開発着々と進む～3号井も成功～

川崎市久末の灰津填

産業地質について

わが国における温泉利用の状況

地上立体写真測量

空中赤外線映像装置

応用地質部の発足に当って

ζ鉱床〕

わが国の黒鉱式鉱床について③④

マンガン鉱物と鉱石③④

金と銀

座島県下の小さなゴｰルドラッシュ

軽量骨材資源～火山礫①②～膨脹頁岩①～

モリブデン鉱床の問題点と鉱業の話題

駈燃料】

石狩炭団北辺部音江山地域の地震探査結果

天然ガス調査研究の概要(昭和39年度)

【物理探査】

音波探査講座装置解釈①②

物理探査の最近の発展

新潟地震の震央付近における音波探査

ボトム･ゾｰナで海底地形を柱がめよう

空中磁気探査

γ･γ検層法による密度測定

��

�㌀

��

��

��

�㌀

��

��㌴

��㈹

��

��

��㌰��

�　

��

�㌀

��㈷��

��

��

��

�㌀

��

医化学･地球化学〕

万灰石･ドロマイト鉱床調査の野外分析とFCテスト

同本の天然ガス中のヘリウム

螢光X線分析法の最近の進歩

【外国のようす〕

第22回万国地質学会に出席して

国際鉱物学連合総会に出席して

ECAFE海上物理探査専門家会議に出席して

世界地質図委員会の動向

華北の山野かげある記①②

東南アジア諸国の鉱業の現状

インド各地の研究所をたずねて

インドJamshedpur周辺巡検記

インドの鉄鉱石

セイロンをたずねて

サウジ｡アラビア王国紀行①②

テヘランだより

ケニアの地質と鉱物資源

ニュｰジｰランドにおける科学研究の

中心DSIRと地球科学研究

ニュｰジｰランド地質調査所と地質学界

ソ連の1964年版｢世界自然地理地図帳｣

ソ連の主要金属鉱床①②③④129130

米国地質調査所の概要とその長期的計画
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コロラド鉱山犬学の生活

コロンビア大学

アメリカ歯部地熱の温泉地域見聞記

エクアドル通信①②③

あなたも留学できる

海水中からウランを採る

海底資源を探査関発する噺技術
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【講座〕

地質調査事業の先覚者たち一フランシスク'コワニエ'

一小藤文次郎一

やさしい地質学～地下資源の話～②③④126127

～第四紀の話～①②129

～段丘と火山灰川

～洪積世の目本～

～沖積世の目本H

みんなの地質調査貝化石に名前をつけるまで

珪藻化石のしらべかた

クリノメｰタｰの使い万

断層とわれ目を測る

花粉化石に名前をつけるまで

ルｰトマップと桂状図

段丘地形のLらべ方

Kそ

昭和40年度の事業計画

阪神工業地帯の地盤沈下

魔の山谷川岳をたずねて

続地質図の映像

地質調査所にっいて

の

他)

!クライブ製図法による5万分の1地質図の作成

氷河時代の目本展をみて

朝目遵峰～東北アルプス

地学と切手125127129130132

【表紙の写真】

みょうばん石(Alunite)

ウルバン石

紅れん肩

吉村石

ノくイロクロイット

テフロ石とベメント石

テフロ石とマンガノヒル肩

ざくろ石と黒雲母

デュモルティｰル石

縞状黒鉱

バラ輝石

ガラクス石

雪中の移動

鬼面の岩

地殻のしわ

バランス岩

マニホｰルド

水の化石

岩塊

櫓曲模様

ドリｰネのはじまり

竜の化万

【コンクｰル写真】
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